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発表内容
活動実施前のフィールド集落のイメージ

活動による発見

活動内容

今後の関わり方
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活動実施前の
集落のイメージ
下郷町戸赤地区

【戸赤地区】
「イメージがしづらい」
「どこだろう？」
戸赤地区については、聞き馴染みがなく、
正直、全く分からなかった。

【下郷町】
「観光地として聞いたことがある」
「なんとなく知っている、イメージはできる」
「下郷？どこだろう」
メンバーの中には観光地として知っている人はい
たものの、知らない人が多かった。



活動による発見

⾃然が魅⼒的

若者世代への期待が⼤きい

観光資源が豊富

プラス⾯

知る機会があまりない

ポテンシャルを発揮しきれ

ていない

活性化へのパワーが⾜りて

いない

マイナス⾯

『外部から人を招くことの意義は大きい』



下郷町と都市部の中高生を集めて、廃校になった校舎を活用した宿泊
施設「やまざくら」を拠点とした教育プログラムを実施する。本活動
を通してそれぞれの学生が交流し、交友を深めることで以下を実現
し、すべての参加者が相互に学びあい視野を広げる機会を目指す。

①下郷町の学生が地元の魅力を再認識する

②都市部の学生が田舎暮らしを知り、戸赤地区の良さを知る

③戸赤地区における交流人口の増加

活動内容
活動の目的



活動内容
実施内容

戸赤地区を含む下郷町の良さの発見

戸赤地区地区長との対談

中高生向き教育プログラムの開発

　　大内宿、塔のへつり、湯野上温泉などを散策

　　戸赤地区の歴史、戸赤地区の良さについてやまざ
　　くらにて地区長に伺い、その様子が福島民報に掲
　　載された。

　　下郷町や戸赤地区の魅力発信、交流人口の増加を
　　目指し、教育プログラムを開発。



福島民報
「慶⼤⽣ら体験学習拠点に」

2022年1月1日



適疎で自然との距離が近く豊かな下郷町であれば、
落ち着いて自分自身と向き合うことができる
地理的要因により、情報資源や同世代の若者にアク
セスできない下郷町の中高生のキャリア選択の幅を
広げることに貢献する

下 郷 と 東 京 の 中 高 生 を 集 め 、 や ま ざ く ら を 拠 点 と し
て、プログラムを実施。詳細はしおりを参照。

＜対象＞
　下郷町と都市部の中高生

＜下郷町でプログラムを開催する理由＞

今後の関わり方
中高生向き教育プログラムの実施

Shimo

下郷町の中⾼⽣にとって

下郷内部や外部の同世代と交流し、仲間を作る

外部の視点でも町を体感し、下郷町の魅⼒を再発⾒する

⼈⽣のロールモデルとなる⼤学⽣と出会う

1.

2.

3.

都会の中⾼⽣にとって

同世代との交流をし、仲間を作る

⼈や⾃然など下郷町の魅⼒を知り、再来する

地⽅での暮らしを体験し、その魅⼒を知る

⼈⽣のロールモデルとなる⼤学⽣と出会う

1.

2.

3.

4.



ご清聴ありがとう
ございました！

慶應義塾大学  横田ゼミ
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